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古材試料 建造物名 部材名 備考
A 法隆寺 五重塔 垂木 KYOw2701






H 専修寺 御影堂 柱
I 現生材 木曽産
X 二条城 米蔵 貫 KYOw16679
図１　ヒノキ古材試料外観
A～G：伝法隆寺古材，H：専修寺古材，X：二条城古材
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年代測定ならびに 14C ウィグルマッチ法を行うに十分なだけの年輪数として少なくとも 60 年輪を
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　図 4 において，本来の樹木の生育期間としては A―B であるが，樹皮あるいは辺材最外部分がな
ければ最後の伐採年代 B は明らかにできない。すなわち，年輪年代および 14C 年代による部材年輪
から得られるのは生育期間情報の一部 A′―B′ ということになる。






［歴史的建造物由来ヒノキ材の年代判定］……横山 操・伊東隆夫・川井秀一・尾嵜大真・坂本 稔・今村峯雄・光谷拓実・窪寺 茂・濵島正士
63

































［歴史的建造物由来ヒノキ材の年代判定］……横山 操・伊東隆夫・川井秀一・尾嵜大真・坂本 稔・今村峯雄・光谷拓実・窪寺 茂・濵島正士
63






































線劣化の影響を含むと推察される表層を除いた健全な部位から，5 年分の年輪層を 6 点ずつ採取し







　AAA 処理済の試料およそ 3 mg を酸化銅とともに石英管に真空封入し，850°C の電気炉で 3 時
間加熱して完全に燃焼させた。生成した気体をガラス製真空装置に導き，液体窒素および冷却エタ
ノールなどの寒剤を用いて二酸化炭素を分離・精製した。二酸化炭素を鉄粉および水素ガスととも








　得られた 14C 年代は，較正曲線 IntCal04
（16）
に基づいて暦上の実年代に修正した。較正曲線には過去

























古 14，15 年（606，607 年）のままであるか，日本

















測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–A 6– MTC–08014 1684±64 内に30～26層
NRHRJ–A 3 MTC–08013 1645±44 外に11～15層
NRHRJ–A 5 MTC–08012 1604±39 外に21～25層
NRHRJ–A 7 MTC–08011 1597±56 外に31～35層
NRHRJ–A 9 MTC–08010 1583±52 外に41～45層
NRHRJ–A 11 MTC–08009 1577±48 外に51～55層
図6
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マ ッ チ 法 に よ る 較 正 年 代 を 示 す。 較 正 曲 線
IntCal04 に対する 6 点の測定結果のマッチングは
良好ではあるが，年輪年代法による基準年輪の年














測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–B 6– PLD–6731 1621±21 内に30～26層
NRHRJ–B 16 PLD–6730 1573±22 外に76～80層
NRHRJ–B 18 PLD–6729 1542±21 外に86～90層
NRHRJ–B 20 PLD–6728 1510±21 外に96～100層
NRHRJ–B 22 PLD–6727 1518±21 外に106～110層
NRHRJ–B 24 PLD–6726 1489±22 外に116～120層
図7






年代法による基準年輪の年代 AD 451 は，14C
年 代 法 に よ る 較 正 年 代 AD 449～AD 500
（95.4%） に 含 ま れ て は い る が， 較 正 曲 線




年輪は AD 502 であり，再建当初材として矛盾
のない値である。
表４　法隆寺古材Cの各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–C 10– IAAA–62109 1614±33 内に50～46層
NRHRJ–C 1– IAAA–62108 1580±30 内に5～1層
NRHRJ–C 2 IAAA–62107 1608±32 外に6～10層
NRHRJ–C 4 IAAA–62106 1588±32 外に16～20層
NRHRJ–C 6 IAAA–62105 1629±31 外に26～30層
NRHRJ–C 8 IAAA–62104 1647±35 外に36～40層
図8　古材試料C　外観
図9
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測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
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年輪の年代 AD 471 は，14C 年代法による較





輪は AD 537（表 12b）であり，当初材と伝
えられる所見と一致する。
表５　法隆寺古材Dの各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–D 8– PLD–6743 1581±22 内に40～36層
NRHRJ–D 4 PLD–6742 1518±22 外に15～20層
NRHRJ–D 6 PLD–6741 1543±22 外に26～30層
NRHRJ–D 8 PLD–6740 1591±22 外に36～40層
NRHRJ–D 10 PLD–6739 1581±22 外に46～50層
NRHRJ–D 12 PLD–6738 1573±23 外に56～60層
図１１
図１0　古材試料D　外観











よる基準年輪の年代 AD 687 は，14C 年代法




もある。最外年輪は AD 792 であり，再建後
の部材であることを示している。
表6　法隆寺古材Eの各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–E 20– PLD–6749 1467±21 内に100～96層
NRHRJ–E 13 PLD–6748 1265±22 外に61～65層
NRHRJ–E 15 PLD–6747 1287±21 外に71～75層
NRHRJ–E 17 PLD–6746 1264±22 外に81～85層
NRHRJ–E 19 PLD–6745 1144±21 外に91～95層
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の年代 AD 1041 に比べ，14C 年代法によ











測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–F 3– IAAA–62115 1021±33 内に15～11層
NRHRJ–F 1 IAAA–62114 1004±31 外に1～5層
NRHRJ–F 3 IAAA–62113 984±31 外に11～15層
NRHRJ–F 5 IAAA–62112 941±31 外に21～25層
NRHRJ–F 7 IAAA–62111 957±30 外に31～35層
NRHRJ–F 9 IAAA–62110 988±30 外に41～45層
図１４　古材試料 F　外観（端部）
図１５
















期待できる。試料の最外年輪は AD 1270 であり，
鎌倉～室町期の材であることを示唆している。
表8　法隆寺古材Gの各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
NRHRJ–G 5–（rt） MTC–08157 918±69 内に25～21層
NRHRJ–G 18（rt） MTC–08156 831±62 外に86～90層
NRHRJ–G 20（rt） MTC–08155 772±49 外に96～100層
NRHRJ–G 22（rt） MTC–08154 787±54 外に106～110層
NRHRJ–G 24（rt） MTC–08153 776±50 外に116～200層
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示す。外側の試料 GSR 47 は現代炭素の値を示
したため，計算に用いていない。GSR 12–は較
正曲線 IntCal04 の上方に外れているものの，
これを含む残りの 4 試料による結果は AD 
1719～AD 1739（95.4%）で，年輪年代法によ
る基準年輪の年代 AD 1725 を含み，良好であ
る。
表9　専修寺御影堂柱材の各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
MESSJ 19– IAAA–62103 982±31 内に95～91層
MESSJ 32 IAAA–62102 645±32 外に156～160層
MESSJ 34 IAAA–62101 566±30 外に166～170層
MESSJ 36 IAAA–62100 506±30 外に176～180層
MESSJ 38 IAAA–62099 454±32 外に186～190層
MESSJ 40 IAAA–62098 519±30 外に196～200層
表１0　コントロール材（現生）の各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
GSR20– IAAA–62121 322±32 内に100～96層
GSR18– IAAA–62120 267±31 内に90～86層
GSR16– IAAA–62119 231±32 内に80～76層
GSR14– IAAA–62118 177±30 内に70～66層
GSR12– IAAA–62117 273±32 内に60～56層
GSR47 IAAA–62116 modern 外に231～235層
（modern は測定結果が現代炭素（modern carbon）であったことを示す）
図２0
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が与えられなかったが，炭素 14 年代法による較正年代は AD 1430～AD 1454（95.4%）である。し
たがって基準年輪から外に 56～60 層の試料 KYNJJ 12 の較正年代は，AD 1500 前後になることが
予想される。
表１１　二条城米蔵貫の各年輪試料の14C年代
測定試料名 測定機関番号 炭素14年代（14C BP） 基準年輪からの位置
KYNJJ 18– PLD–6737 560±22 内に90～86層
KYNJJ 4 PLD–6736 368±22 外に16～20層
KYNJJ 6（rt） PLD–6735 331±21 外に26～30層
KYNJJ 8 PLD–6734 363±20 外に36～40層
KYNJJ 10 PLD–6733 376±20 外に46～50層
KYNJJ 12 PLD–6732 379±20 外に56～60層
図２１




を下表（表 12a，表 12b）に記す。表 12b から明らかなように，基準年輪に対して得られた年輪年
代は，9 試料中 7 試料で 14C ウィグルマッチ法で推定された 95% の年代範囲に含まれており，一致







この方向をサポートするデータとしては，試料 C と試料 D のデータの関係がある。両者は同じ年







素年輪年代で値付けした年輪試料の 14C 測定を，Gronningen 大学，東京大学，名古屋大学等の
AMS 測定施設との協力のもとで 1998 年以来行っており，それらの基準試料は奈良文化財研究所
表１２a　供試古材の年輪年代測定の結果
古材試料 建造物名 部材名 年輪数
年輪年代
最内 最外 基準年輪
A 法隆寺 五重塔 垂木 92 343 – 434 377
B 法隆寺 五重塔 柱 155 458 – 612 492
C 法隆寺 断片 103 400 – 502 451
D 法隆寺 断片 107 431 – 537 471
E 法隆寺 断片 209 584 – 792 687
F 法隆寺 断片 60 1029 – 1086 1041
G 法隆寺 断片 165 1106 – 1270 1135
H 専修寺 御影堂 柱 368 1073 – 1438 1234
I 現生材 158 1622 – 1964 1725
X 二条城 米蔵 貫 157 N. A. N. A.
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古材試料 建造物名 部材名 年輪数
年輪年代
最内 最外 基準年輪
A 法隆寺 五重塔 垂木 92 343 – 434 377
B 法隆寺 五重塔 柱 155 458 – 612 492
C 法隆寺 断片 103 400 – 502 451
D 法隆寺 断片 107 431 – 537 471
E 法隆寺 断片 209 584 – 792 687
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A 法隆寺 五重塔 垂木 377 401 373 – 457 （90.9%）
472 – 489 （4.4%）
B 法隆寺 五重塔 柱 492 452 443 – 461 （95.1%）
C 法隆寺 断片 451 469 449 – 499 （95.3%）
D 法隆寺 断片 471 461 448 – 484 （94.9%）
E 法隆寺 断片 687 690 685 – 695 （94.8%）
F 法隆寺 断片 1041 1014 998 – 1032 （95.3%）
G 法隆寺 断片 1135 1127 1099 – 1157 （95.3%）
H 専修寺 御影堂 柱 1234 1234 1227 – 1242 （94.9%）
I 現生材 1725 1734 1720 – 1738 （93.7%）
X 二条城 米蔵 貫 N. A. 1440 1430 – 1453 （95.3%）
の光谷拓実氏によって提供された 7 地点の遺跡・遺構から発掘された約 10 点の木材資料である。
これまで 820 BC から AD 900 の約 1600 年間の 14C 濃度が，5 年輪ごと，または 10 年輪ごとに得
られており，両者の比較が進められてきた。その結果，1 世紀～3 世紀を除いて日本産の樹木の 14C
は殆どの年代域で IntCal の標準較正曲線に誤差範囲で一致している。しかしながら，1 世紀～3 世
紀においては系統的に 30～50 炭素年の差異があったという事実がある。日本産樹木による 14C 研
究は本研究の対象とする年代域では事実上未整備であり，同様の地域効果の存在は否定できない。
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Age Determination of Hinoki Wood from Historical Buildings
YokoYama Misao, Itoh Takao, kawaI Shuichi, ozakI Hiromasa, Sakamoto Minoru, 
Imamura Mineo, mItSutanI Takumi, kubodera Shigeru and HamaShIma Masaji
The groups of historical wooden buildings that still exist in large numbers in Japan themselves pre-
sent a verified chronology, and have extremely high historical and cultural value. From this, the authors 
have focused not just on the importance of old lumber sourced from historical buildings as simple 
objects of architectural history, but as having value as historical wooden objects of known provenance. 
As an attempt to obtain the age of old timber in order to use it for materials engineering samples, nine 
samples from historical buildings, from the Asuka period to the contemporary era, were selected and 
dendrochronology and 14C-wiggle matching, as well as architectural history information related to old 
building materials, were comparatively evaluated in a compound manner and the basic information 
related to each of these old lumber samples was extracted.
Key words: Hinoki (Charmaecyparis obtuse), Historical Japanese wooden buildings, Wood identifica-
tion, Dendrochronology, 14C-wiggle matching
